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手をさしのべてあげられる社会 
新潟県　新潟市立沼垂小学校　６年　
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非行や犯罪から立ち直ることのできる、明るい社会を作ることはできるのでしょうか。私たちにできることは、あるのでしょうか。なにもなかったように非行や犯罪からはなれられるのでしょうか。でも私は、周りの人が手をさしのべることも大切だと思います。私は周りの人に救われたことがありました。

　私は、学校で失敗をしてしまいました。私は先生にしかられました。しかられていた時に友達が見ていました。友達は、しかられている私をどう見ていたのだろうかと心配になりました。友達は、もう私と話をしてくれないかなと思うようになりました。もし、また私と友達が仲良くできても、先生や周りの人は私のことをどう思うのだろうと心配になりました。不安になって、自分がしたことを後かいしました。次の日に、学校に行くと友達が、

「おはよう。昨日、大丈夫だった？ なんか不安な顔してるけどなにも心配ないよ。」

「そうだよ。他のみんなだって気にしてないし大丈夫だよ。」


「したことは悪いことかもしれないけど、先生もちゃんと、分かってくれてるし、みんなだんだん忘れていくよ。」

「だから、別に昨日のことなんか気にしてないし、これからもずっと友達だよ。」

「元気出して！」

　そんな友達の言葉が嬉しくて、嬉しくて、泣きそうになりました。私は、「ありがとう。もうあんな事しないよ。」

　と言いました。先生もいつも通りのやさしいあいさつをしてくれました。すごくほっとしました。周りのみんなも気にしてくれて嬉しかったです。その後はいつも通り、みんなは私と話してくれました。

　私は、みんながくれた言葉に救われました。みんながくれた、大丈夫、の言葉のおかげで今まで通りの生活にもどるきっかけを作れました。自分を信じてくれている、友達や先生を誇りに思いました。

　非行や犯罪を犯してしまった人も同じではないでしょうか。どのように　ふるまえれば良いのだろう、どのように周りと接すればよいのだろうと困っているのではないのでしょうか。そんなとき、周りのだれかが

「大丈夫？」

　などと、勇気がでる言葉をかけてあげたら、今まで通りに過ごす勇気がでるのではないでしょうか。きっと、私と同じで勇気をもらえると思います。私たちができることは、とても小さなことですが、明るい社会を作っていこうとする気持ちは大きなものだと思います。私は、非行や犯罪を犯した人が、社会にもどる社会の仕事も大切だと思います。けれども、私たちは非行や犯罪を犯した人達を助ける、「周りの人」だから、救う言葉をかけて、勇気をあげるのです。私は、「明るい社会」には、非行や犯罪を犯した人に、信じているから大丈夫、と手をさしのべてあげられる、そんな周りの人が大切だと思います。　
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